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❶

年頭挨拶

秋田県中小企業団体中央会

会　長　塩　田　謙　三

　新年あけましておめでとうございます。平成23

年の年頭に当たり、会員組合及び組合員企業の皆

様に謹んで新年のお慶びを申し上げます。

　日頃から、中央会の運営につきましては、格別

のご理解とご協力をいただき、心からお礼申し上

げます。

　さて、私が昨年6月の総会で米澤前会長からバ

トンを引き継ぎ、会長として迎える初めての新年

になります。県南地方からの会長選出は初めて、

かつ運送業界からも初選出という中、無我夢中で

あっという間に過ぎ去った半年でしたが、自らの

ポリシーである「トライ・チャレンジ」の下、極

力時間を取って会議やイベントに出席し、皆様の

生の声を聞かせて頂きました。多くは初めてのこ

とで戸惑いもありましたが、貴重な経験をさせて

頂き、今後の大きな糧になりました。

　国内外に目を向けると農作物等に深刻な影響を

与えた記録的な猛暑や相変わらず安定しない国会

運営、尖閣諸島問題等近隣諸国との領土問題等、

昨年も波乱に富んだ1年でした。経済的には、急速

な円高の進行のため輸出型企業が苦境に立たされ

る一方、TPPなどで新たな一石も投じられまし

た。景気面については、やや持ち直しの傾向がみ

られつつありますが、家電エコポイント制度の反

動がどうなるかを注視しています。

　県内80名の情報連絡員に委嘱している景況レ

ポートでは、製材や縫製業など一部業種において

は動きが出てきているものの、総じて収益状況は

厳しい状況が続いています。こうした中、組合や

組合員企業の振興を図るために、「環境の変化」「時

代の変化」への柔軟な対応が求められています。

本会では、組合訪問に重点を置きながら、地区別

代表者懇談会、専門委員会等により意見を集約し、

組合員が抱える課題や要望を的確に捉え、行政等

への要望に反映する一方で、各種支援事業を通じ

て引き続き「強い組合・強い企業づくり」に全力

をあげ、取り組んで参ります。

　本会が昨年から目玉事業として取り組んでい

る「首都圏攻略プロデュース事業」や県も積極的

に推進している「食・農・観連携」など新たな動

きも顕在化しており、兔（うさぎ）年に向かって

東北下位に甘んじている経済数値の改善が急務で

す。中小企業の位置づけも昨年6月に制定された

「中小企業憲章」により、わが国経済を支える礎

と明確化されており、こうした誇りと自負をもっ

て飛躍されますとともに、本年の皆様のご繁栄と

ご多幸をお祈り申し上げ、新年のご挨拶といたし

ます。
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年頭挨拶

秋田県知事

佐　竹　敬　久

　新年あけましておめでとうございます。

　会員の皆様におかれましては、晴れやかな新年

をお迎えのことと、心よりお慶び申し上げます。

　昨年は、従来からの連携組織化対策事業に加

え、首都圏で売れる商品開発・販売促進を目的と

した「首都圏攻略プロデュース事業」や、組合が

抱える問題解決を支援するための「組合活力向上

事業」などの中小企業支援事業にも重点的に取り

組まれ、県経済活性化のための活動が県民から大

いに注目された１年でありました。

　今年も、中小企業のネットワークプランナーと

して、本県産業の発展と地域経済の活性化のた

め、先導的な役割を果たしていただくよう期待し

ております。

　さて、本県の経済・雇用情勢は、依然として厳

しい状況が続いております。デフレや円高基調、

欧州の金融不安などによる先行き不透明感は増し

てきており、景気の減速が今後の本県の地域経済

や雇用に大きな影響を与えるのではないかと懸念

しているところであります。

　このため、県としても、引き続き雇用対策の基

金を活用した雇用創出や、県単独の公共事業の実

施など、切れ目のない経済・雇用対策に積極的に

取り組んでまいります。

　また、将来の秋田を支える産業経済基盤を再構

築し、県内経済の維持・拡大と雇用の創出につな

げていくため、本年度より「ふるさと秋田元気創

造プラン」に掲げた施策・事業を強力に、スピー

ドを上げて推進しております。

　秋田県中小企業団体中央会におかれましては、

秋田に力強い産業を根付かせ、足腰の強い経済基

盤を形成することができるよう、今後とも「強い

組合・強い企業づくり」を基本理念として、組合

や事業者への更にきめ細かい経営支援サービスに

御尽力されますことを期待いたします。

　結びに、会員組合並びに組合員企業の皆様の

益々の御活躍と、秋田県中小企業団体中央会の更

なる飛躍を御祈念申し上げ、新年の御挨拶といた

します。
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年頭挨拶

全国中小企業団体中央会

会　長　鶴　田　欣　也

　平成23年の新春を迎え、お慶びを申し上げま

す。

　新たな年を迎えるにあたり、全国の中小企業の

皆様並びに組合等中小企業連携組織関係の皆様に

謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

　全国中央会の会長職を引き継ぎ、1年半が経過

しました。この間、ブロック中央会会長会議や各

中央会の創立55周年記念式典には可能な限り出

席し、会長をはじめ各地の中央会役職員の皆様と

の対話に努めて参りました。また、昨年7月には、

本会の初めての試みとして中小企業庁をはじめ関

係各位のご協力をいただき、「中小企業団体夏期

トップセミナー」を開催できましたことは、望外

の幸せでありました。本セミナーを継続・発展さ

せ、さらにトップ同士の対話等を通じて「開かれ

た中央会」を実現し、組合をはじめとする連携組

織の発展に全力をあげて参る所存であります。

　昨年を振り返りますと、平成7年以来の円高、

レアアースに代表される資源高、食糧をはじめと

する各種原材料価格の上昇、中国リスクの再認識

などの外的要因に加え、エコカー補助金の終了に

よる内需の反動減などにより、再び中小企業の景

況は先行き警戒が必要となる厳しい状況に到り、

新たな年を迎えることとなりました。

　わが国は、「新成長戦略」や「国内投資促進プ

ログラム」を確実に実行することによって、中小

企業自らが環境・エネルギー技術の高度化、健康・

医療・介護サービスの高付加価値化、海外市場へ

の販路開拓等に積極的に取り組むことによって、

新たな需要を生み出し、一刻も早くこのデフレか

ら脱却しなければなりません。

　政府は、昨年6月に「中小企業憲章」を閣議決

定し、新たに中小企業政策の基本方針を定め、

「中小企業組合、業種間連携などの取組を支援

し、力の発揮を増幅する」ことを基本原則の一

つとして位置付けました。中小企業は、新たな成

長分野や地域活力の再生に向けて果敢に挑戦し、

雇用の創出に努めるとともに、持てる力を組合等

連携組織に結集し、社会的役割を果たしていくこ

とが期待されています。何と言っても、我が国の

産業、雇用、生活を支えているのは、中小企業で

あります。国の礎たる中小企業がしっかり立ち上

がっていくことが、今の我が国にとって何よりも

大切なことであります。

　今年は、大企業の海外進出やTPPへの参加に向

けた動きが加速化するなどグローバル化という新

たな大波が押し寄せてくることでしょう。全国中

央会も創立55周年を迎える節目の年となります。

また、全国大会は私の地元である愛知県で開催さ

れます。積極的に中小企業の声をお聞きし、その

意見を政府首脳に届け、中小企業振興の強化を訴

えて参ります。今年こそは、組合等連携組織に結

集した多くの関係者から、新たな成長の動きを実

感できたという声が聞かれる年となりますよう、

粉骨砕身努力することをお誓い申し上げますとと

もに、皆様のご多幸をご祈念申し上げまして、私

の年頭のご挨拶と致します。

� 平成23年　元旦
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年頭挨拶

中小企業庁長官

髙　原　一　郎

　平成23年の新春を迎え、謹んでお慶びを申し上げま
す。
　現在の中小企業の皆様をめぐる情勢は、統計上は、
一部、回復の動きが見られるものの、昨今の円高の影
響等により、経営現場の感覚としては、依然として非
常に厳しいとの声をよく耳にいたします。
　企業数の99.7%、雇用の7割を占める中小企業の皆
様は、我が国経済の活力の源泉であります。昨年6月、
中小企業政策の理念や我が国経済社会における中小企
業の位置付け、政府が取り組むべき行動指針などにつ
いて、中小企業憲章として閣議決定を行いました。今
後とも中小企業憲章の内容に則り、我が国経済を支え
る中小企業の皆様の活性化のため、政策を総動員して
取り組んでまいりたいと思います。
　なかでも、資金繰り支援は中小企業対策の根幹をな
すものです。昨年11月に成立しました補正予算には、
事業規模15兆円、総額5600億円超の資金繰り対策を
盛り込んだところであり、年度末に向けてニーズが高
まる借換保証の推進や、セーフティーネット保証・小
口零細企業保証等の100%保証の継続、日本公庫や商
工中金による直接貸付の充実等、万全を期してまいり
ます。
　また、中小企業の皆様が、今、共通して苦しんでい
らっしゃるのは「仕事がない」ということです。地域
経済を活性化させるためには、地域の中小企業の皆様
に仕事が行き届く施策を進めることが重要であり、先
般成立した補正予算にも、経済全体が持ち直すことに
より、中小企業の皆様にも仕事が波及するよう、延長
した家電エコポイント制度や住宅エコポイント制度の
促進策、学校等の施設の耐震化、高規格幹線道路等の
社会資本整備などが盛り込まれております。また、官
公需においても、昨年閣議決定をした過去最高の中小
企業向け契約目標比率を達成するべく、中小企業の皆
様の受注機会の増大を図っているところです。
　中小企業の皆様にとっての経営課題の一つとして、
人材の確保・育成があげられます。昨今、採用意欲の
高い中小企業の皆様が若手人材の採用に苦戦している
一方で、若年者の雇用情勢は厳しい状況が続いてお
り、需給のミスマッチが生じております。中小企業に

おける長期インターンシップ制度をさらに拡大するな
どを通じて、地域経済の中で中小企業の人材をめぐる
新たな社会的ルートを確立させ、ひいては中小企業自
らが自律的に道筋をつけて雇用を確保できるよう取り
組んでまいります。さらに、中小企業の皆様にとって
重要な課題として、技術開発があげられます。我が国
の産業の基盤であるものづくり中小企業の技術開発支
援や、産学官連携による研究開発支援を通じ、中小企
業の皆様の底力向上に取り組んでまいります。
　また、中小企業の皆様も国内競争だけでなく、さま
ざまな分野で国際競争にさらされております。アジア
を中心とする海外の需要を自らの成長に取り込んでい
くことは、中小企業の皆様にとっても重要な課題であ
り、昨年岐阜で開催された「APEC中小企業大臣会合」
においても、中小企業の発展のためには、グローバル
市場へのアクセスの拡大が重要との認識で一致しまし
た。中小企業の皆様の海外展開支援体制を強化するた
め、昨年10月には、経済産業大臣を長とした「中小企
業海外展開支援会議」を立ち上げ、農水省やジェトロ、
中小機構などの関係機関と連携し、地方経済産業局を
中心としたきめ細やかな支援に取り組んでおります。
さらに、海外展開のみならず、農商工連携を始めとす
る異分野の中小企業者の連携や地域資源を活用した新
事業の展開支援など、意欲のある中小企業の皆様を伸
ばすための支援策を重点的に実施してまいります。
　中小企業の皆様をとりまく環境は、グローバル化の
急速な進展や、人口減少など、大きく変遷しておりま
す。それに伴い、中小企業政策においても新たな課題
が生まれており、省庁を超えた横串の政策が求められ
ています。そのためにも、本年は、既存の概念や政策
手段に囚われることなく、中小企業の皆様が金融機関
との壁、人材との壁、海外との壁等、あらゆる壁を乗
り越えて自律的に発展できる仕組みを作り、その実現
に移す年にしたいと思います。
　中小企業の皆様は、経済を牽引する力であり、社会
の主役であります。中小企業の皆様にとって大きな飛
躍の年となるよう祈念いたしまして、私からの新年の
御挨拶といたします。
� 平成23年�元旦
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年頭挨拶

株式会社商工組合中央金庫 秋田支店

支店長　甲　斐　昌　雄

　新年明けましておめでとうございます。

　平成23年の新春を迎えるにあたり、秋田県中

小企業団体中央会並びに会員組合、組合員企業の

皆様に、年頭のご挨拶を申し上げます。

　昨年平成22年の経済を振り返りますと、年前

半緩やかに回復した後、後半にかけて減速感を強

め、一進一退の推移となりました。

　当金庫の「中小企業月次景況観測」による中小企

業の景況も、昨年前半まで上昇基調にありました

が、8月以降は景況判断指数が下落に転じ、売上

高は対前年比の増加幅が縮小するなど先行き不透

明感が強まりました。

　このような環境のもと、商工中金はセーフティ

ネット機能の発揮を最重要事項とし、法定された

指定金融機関として危機対応業務を中心にその機

能発揮に全力をあげて取り組んでまいりました。

また、「中小企業金融の円滑化」を目的とした金融

機関として、その使命・役割を的確に発揮してい

くため、新たに創設した成長戦略総合支援プログ

ラムを活用するなど、中小企業の持続的成長に向

けて全力でサポートしてまいりました。

　本年も先行き不透明な金融・経済環境が続くこ

とが予想されますが、商工中金としましては、引

き続き皆さまからのご相談に対して、懇切、丁寧

かつ迅速な対応に努め、危機対応業務を中心に

セーフティネット機能の発揮に全力を挙げて取り

組んでまいります。また、お取引先の皆さまが抱

える経営課題に対してはその解決に向け、質の高

いソリューションを提供するなど、皆さまと一緒

にこの難しい局面を克服し、ともに成長してまい

りたいと思います。

 「中小企業の、中小企業による、中小企業のため

の金融機関」として、これまで以上に皆さまから

信頼され、お役に立てるよう、職員一同、全力で

努力を続けてまいりますので、今後ともご指導と

お引き立てを賜りますようお願い申し上げます。

　年頭にあたり、皆さまのご繁栄とご健勝をお祈

りいたしましてご挨拶といたします。
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秋田県知事との懇談会を開催！
〜中小企業連携組織対策予算の

確保・強化等を要望〜

　12月1日㈬、秋田市の秋田キャッスルホテルにおいて、佐竹敬久秋田県知事と本会の役員との懇談会を開催

しました。本懇談は、会員組合や組合員企業等の活性化を図るための施策や予算について要望・意見交換を行

うことを目的としており、秋田県からは知事を始め、斉藤俊高産業労働部次長及び佐々木定男産業政策課長が

出席、また本会からは塩田会長を始め副会長等12名が出席しました。

　開会にあたり本会の塩田会長は、「本日要望させ

ていただく内容は、本会の地区別組合代表者会議や

業種別会議等で会員組合から寄せられた意見を取り

まとめたものです。地域経済を支える中小企業が元

気になり、本県の経済が上向くよう、本会では中小

企業組合の総合支援機関としてリーダーシップを発

揮し、県のご支援もいただきながら頑張って参りた

い。」と挨拶しました。

　これに対し佐竹知事は、「今年は、ここ5〜6年懸

案であった高速道路や再開発などの事業を着々と進

めている。今後、これらを県内経済に結びつけるた

めに、中小企業の皆様の様々な形でのご参加、ご協

力をいただきたい。」と挨拶しました。

　その後、本会塩田会長から佐竹知事へ「要望書」

が手渡され、要望に関する説明と活発な意見交換が

行われました。

要望書を手渡す本会塩田会長（左）と佐竹知事（右）

　佐竹知事への主な要望事項及び内容は、次のとお

りです。

【事業予算】

1�　中小企業連携組織対策予算の確保・強化につい

て

　事業協同組合を始めとする中小企業連携組織は、

県内経済の活性化のために大きな役割を果たしてい

ることから、引き続き、中小企業連携組織対策を中

小企業対策の最も重要な柱の一つとし、連携組織対

策予算等の事業予算を確保していただきたい。

【ものづくり】

2　木材業界への総合支援について

⑴ 　木材の加工販売過程において、3つの業種（製

材・合板・集成材）が揃っているのは、全国でも

本県だけである。この3業種による相乗効果等を

活かすために、更なる総合支援の拡充をしていた

だきたい。

⑵ 　平成22年度、林野庁では「公共建築物における

木材の利用の促進に関する基本方針」を定め、公

共施設への木材使用拡大を推進しているが、本県

においても一層の県産材の利用促進支援をしてい

ただきたい。

　 　また、県産材の利用促進にあたっては、モデル

となる「秋田ならではの木造住宅」の仕様を定

め、その普及を図ることが何より肝要である。そ

のため、秋田県立大学木材高度加工研究所におけ

る実業レベルでの研究成果の普及促進を図ってい

ただきたい。

3　ものづくり企業の「地産地消・外消」について

　県内の縫製業は、技術レベルが高く、あらゆる分
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野の縫製品も製作可能であることから、県内中学校・

高等学校等の制服や県が使用する作業着等について

地元発注をしていただきたい。

【食・農・観連携】

4�　加工食品出荷額増大のための連携構築支援につ

いて

　加工食品出荷額の増大を図るためには、県内農産

物（原料）が県内で加工・調達でき、製品化してい

く県内完結型産業を確立していくことが喫緊の課題

であり、本会がその連携構築のコーディネート役を

果たして参りますので、その支援を行っていただき

たい。

5　観光・交流人口の増大について

　韓国ソウル便の定着化や高速交通体系の整備のほ

か、東北新幹線全線開通等に合わせた観光施策を講

じて国外・県外からの観光客誘致を図り、滞在型観

光・交流人口が増大するよう、より積極的な支援を

行っていただきたい。

【商店街】

6　商店街活性化支援の拡充について

　秋田市広小路商店街では、中心市街地再開発事業

と一体性を保った商店街の環境整備を推進していく

こととしており、街区内のアーケードの撤去並びに

融雪歩道化の実現のため支援をいただきたい。

　また、秋田市駅前広小路商店街においても、街区

内でLED（発光ダイオード）街路灯を設置すること

としており、設置場所の掘削工事に伴い融雪歩道の

手直し工事が必要となるため、併せて支援をいただ

きたい。

　今後、県都秋田市の玄関口である秋田駅前から広

小路までの動線について、高齢者対策を含めた「安

全」「安心」「快適」な街づくりを推進していただ

きたい。

　このほか、商店街を地域コミュニティの核と位置

づけ、県内商店街が行う街おこしのためのイベン

ト開催や空き店舗対策等をより確実なものとするた

め、商店街の環境整備と併せて、市町村とともに支

援を行っていただきたい。

【官公需】

7�　元気な中小企業を育成し、地元雇用を促進するた

めに地元中小企業者に対する官公需発注について

⑴�　入札の参加資格については、県内に本社を置い

ている企業を要件にしていただきたい。

⑵�　国の基準を満たした「官公需適格組合」を積極

的に活用していただきたい。

⑶�　県工事に際しては県産材の利用促進を図ってい

ただきたい。

⑷�　入札におけるダンピングを防止するため、最低

制限価格を下回る場合には失格にする、或いは低

入札価格調査制度をさらに厳格に適用するなどし

て、関連下請企業へのしわ寄せが発生しないよう

改善していただきたい。

⑸�　工事費や現場管理費等の単価の積算にあたって

は、資材の需要動向や実勢価格をタイムリーに反

映させた適正な積算価格による発注に努めていた

だきたい。

⑹�　分離･分割発注は、コスト縮減に繋がるととも

に、工事等納入物件の質的向上を実現するもので

あり、中小企業者のさらなる受注機会の拡大を図

るためにも、できる限り分離･分割発注を推進し

ていただきたい。

⑺�　市町村に対し、中小企業者の受注機会の増大の

ための措置を講じることについて､周知徹底して

いただきたい。

8　印刷物及び物品の発注について

　ダンピング防止の入札システムとして「最低制限

価格制度」を導入していただきたい。

【自動車関連】

9�　自動車関連諸税の軽減並びに軽油引取税の課税

免除の恒久化について

　自動車購入時に課される自動車取得税と消費税の

二重課税、走行時における揮発油税等に消費税が課

されるタックスオンタックスは、税の公平性の観点

から早急に解消する必要がある。また、保有段階に

おける自動車重量税と自動車税・軽自動車税を簡素

化するとともに、軽油取引税がこれまでの道路特定

財源から一般財源化されたが、これまで課税免除す

ることが適当と認められていた特定の用途に限り、

期限付き特例措置ではなく、恒久措置とするよう国

等へ働きかけていただきたい。

10　高速道路料金割引制度等の維持・存続について

　高速道路の無料化は、渋滞の増加、職業ドライ

バーの加重労働などの問題或いは受益者負担の原則

等を考慮して、安易に導入しないようにしていただ

きたい。

　また、高速道路通行の際に割引となる「大口・多

頻度割引制度」については、引き続き、制度の維持・

存続を希望する旨、国等へ働きかけていただきた

い。
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「今年の目標・抱負を
教えてください！」
～卯年生まれの方々に聞きました～

秋田県生コンクリート工業組合
理事長　伊　藤　三　男さん（昭和14年生まれ）

「政治家が自信を持って
導くことで国が安定し、
また、子供達には正しい
歴史を教えるなど、小中
高大学全てできちんとし
た教育がなされることを
望みます。」

新春特別企画

秋田県漬物協同組合
理事長　遠　藤　純　二さん（昭和14年生まれ）

「肥料の輸入登録を済ま
せ、今年は新分野への展
開で頑張ります。」
（長年の功績が認められ
て、昨年、全漬連の40周
年記念式典において農林
水産省から感謝状を戴い
たそうです。）

協同組合秋田スギ乾燥センター
　理事長　黒　澤　　昇さん（昭和38年生まれ）

「受注は上向きで、安定
しつつあり、『暗中模索』
ではなく、前向きに『暗
中打破』という造語を考
えました。」

協同組合横手卸センター
理事　藤　原　恵美子さん

「常に前向きな気持ちを
持ち、1日1日の積み重ね
を大切にしたいです。」

二ツ井町商業協同組合
専務理事　菅　原　隆　文さん（昭和26年生まれ）
　　　　 （能代市議会議員）

「還暦になっても仕事の
出来るのが自営業のいい
ところ。今年も頑張りま
す。」

秋田県中央トラック事業協同組合
事務局長　嵯　峨　　　正さん（昭和38年生まれ）

「組合員さんの仕事が活
発になるように願いを込
めて、『商売繁盛』。私は
飲み過ぎないように健康
に気を付けて、『家内安
全』。」

秋田県南トラック事業協同組合
事務局長　釜　田　順　一さん（昭和14年生まれ）

「年を重ねる毎に月日の
流れが速くなる。1日1日
を大切に過ごしていきた
いです。」
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「今年の目標・抱負を
教えてください！」
～卯年生まれの方々に聞きました～

ハミングカード協同組合
専務理事　田　中　喜　昭さん（昭和38年生まれ）

「目標に向けて頑張り
ます。」

株式会社アイ・クリエイト
代表取締役　五十嵐　友　和さん（昭和50年生まれ）
　　　　　 （秋田県印刷工業組合青年部会長）

「世の中の経済状況は
日々の変化が早いので、
対応できるように行動し
たいです。」

協同組合秋田県中小企業労務協会
職員　小　松　真莉子さん

「今年はフルマラソンに
初挑戦します！走ること
で健康管理をして、仕事
も毎日笑顔で頑張りま
す。」

秋田県中小企業団体中央会
商業振興課　主幹　吉　田　誠　樹さん

（昭和26年生まれ）

「『うさぎの上り坂』の
ことわざのごとくピョン
ピョンと景気が良くなる
年でありますように。」

協同組合秋田古紙回収協会
職員　小　野　　一さん（昭和26年生まれ）(左）
職員　八　木　　登さん（昭和26年生まれ）(右）

小野さん「 何事も好奇心を持ってチャレンジした
いと思います。」　

八木さん「 仕事もプライベートも、今までやって
これなかったことに挑戦してみようと
思います。」



新年のご挨拶を申し上げます

理 事 長 白　石　光　弘

〒010-0951 秋田市山王三丁目1番22号
018（862）4972 FAX 018（862）4997
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秋田たばこ販売協同組合
理事長　原　田　啓　藏

〒010-0905 秋田市保戸野中町7-2
018（823）5077  FAX 018（823）5078
E-mail : aki-tabakumi@acbb.net

URL http://www.chuokai-akita.or.jp/akita-tabacco/

秋田県南トラック事業協同組合
県南流通サービス事業協同組合

理事長　塩　田　謙　三

秋田県横手市杉沢字中杉沢592番地の3
TEL 0182（33）2561 / FAX 0182（33）1299

官公需適格組合
『カデル』

秋田管工事業協同組合
理　事　長　高　橋　正　男

秋田市山王臨海町3番18号
018（862）6161／FAX 018（824）5685
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秋田市外旭川字三千刈126の1

カーテクノ 株式会社

代表取締役　仙　花　久　彌

創業48年の実績と信頼を大切に！！
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子熊のマークは　　　  安心宣言！ 子熊のマークは　　　  安心宣言！ 

車のことなら県内60社子熊のマークのお店でどうぞ 

秋田 
　理事長　最上育平 

秋田県中古自動車販売商工組合 秋田市御所野 　　　湯本一丁目1-1 
TEL.018（839）6311

電気のある暮らし
安全・安心を
守ります。
秋田県電気工事工業組合

理事長　嶋　田　　　弘

秋田県電気安全サービス
【本部】秋田市泉南一丁目1番18号
 TEL.018-824-1587

 秋田市泉南一丁目1番18号
 TEL.018-824-1587

【支所】由利本荘市石脇字田尻野35-75
 TEL.0184-22-8555

地域密着！！がんばる秋田の企業を応援します！

〒010-0923  秋田市旭北錦町1-47　県商工会館
TEL.018-864-3320　FAX.018-864-3335

理事長　村　岡　淑　郎

I S O 9 0 0 1 : 2 0 0 8 認 証 取 得

代表取締役社長　藤　澤　正　義
本社工場　秋田市川尻町字大川反170-49
018（864）6200（代） FAX 018（863）1307

鉄骨・橋梁・総合建設・耐震補強工事

千代田興業株式会社

秋田県自動車整備商工組合

〒010‐0962 秋田市八橋大畑二丁目12番63号
TEL 018‐823‐6546 FAX 018‐863‐4603

理 事 長 伊　藤　哲　之
副理事長 三　浦　廣　巳
〃 千　葉　倉　男
〃 三　浦　　　潔
〃 沼　倉　正　八

専務理事 小　松　良　美



新年のご挨拶を申し上げます

官公需適格組合

能代山本生コンクリート協同組合
フライアッシュ生コン（JIS 規格品）

理事長　佐々木　鉄　美

〒016-0115

組　合　員

秋田県能代市字悪戸115-9
ＴＥＬ（0185）58-3560
ＦＡＸ（0185）58-3525

秋北生コンクリート株式会社
中 友 商 事 株 式 会 社
能代中央生コン株式会社

秋田県保険鍼灸マッサージ協同組合
理事長 佐　藤　テ　ル

〒018-1725 秋田県南秋田郡五城目町西磯ノ目1-2-13
電話・FAX 018（852）2773

E-mail：akihokyo@k5.dion.ne.jp
URL：http://www.h6.dion.ne.jp/̃akihokyo

秋田中央遊技業協同組合
理事長　新　井　弘　泰

秋田市手形字西谷地175の2（遊技会館）
・FAX 018（832）9825
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秋田県製麺協同組合
理事長 近　藤　隆　平

〒010-0934 秋田市川元むつみ町6-24
018（862）4345  FAX 018（862）6338

http://www.chuokai-akita.or.jp/akitanomen/

麺のある多様な食文化の橋渡し役 

株式会社 
〒010-0917　秋田県秋田市泉中央1-3-56 
TEL:018-863-5344　FAX:018-824-3474

秋田県骨材工業組合
松　田　光　雄
加賀屋　哲　雄
三　浦　　　尚
針　金　吉　勝
越後谷　哲　郎

理 事 長

副理事長

副理事長

副理事長

専務理事

〒010-0941　秋田市川尻町字中島212番地の1
☎018-862-8535　FAX 018-863-4564

│資源有限│＜技術力無限
組合員加入受付中

秋田県電気管理技術者協同組合
“秋　電（協）”

理事長　山　上　憲　人
〒010-0946 秋田市川尻総社町10番8号

TEL  018（863）1833
FAX  018（823）6944

e-mail／akiden01@poplar.ocn.ne.jp



新年のご挨拶を申し上げます
秋田県電機商業組合
理事長　山　口　道　久

外役員一同

秋田市旭北錦町1番47号秋田県商工会館内5F
TEL・FAX 018-823-1635

頑張る中小企業を
　　『信用保証』で応援します!!

会長　小林　憲一
本所　〒010ー0923　秋田市旭北錦町1番47号

　（秋田県商工会館内）
TEL 018（863）9011　FAX 018（863）9188
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軽合金鋳造設備・自動化省力化設備・酸洗自動化設備・生産設備専用機・設計･製作･販売

株式会社五十鈴製作所
碧南工場／〒447-8511 愛知県碧南市雁道町四丁目１番地　℡0566-48-1211

秋田工場／〒010-1415 秋田市御所野湯本四丁目１番４号　 ℡018-826-1181

取締役社長　渡　邉　靖　彦
秋田市川元山下町六番十二号

電話 018（823）4411　FAX 018（823）1565

秋田中央交通株式会社

理 事 長 野　口　久　栄
副理事長 中　村　純　也
副理事長 森　　　健　一
専務理事 佐　藤　輝　男

〒010-0001 秋田市中通6丁目4番29号
電話 018-831-1276 FAX 018-868-1167

秋田県室内装飾事業協同組合

〒010-0923　秋田市旭北錦町1番 47号
　　　　　　  （秋田県中小企業団体中央会内）

http://www.chuokai-akita.or.jp/shokupla/

道の駅秋田港
マルシェdeポート土崎（セリオンリスタで土･日曜開催）

今年も秋田県産食品をよろしくお願いします

あきた食品振興プラザ

会員自慢の『うまいもの』が大集結！！

黄色いのぼりが目印！！

暖簾会暖簾会暖簾会 加盟店まで

横手やきそば横手やきそば横手やきそば横手やきそば
横
手
や
き
そ
ば

横
手
や
き
そ
ば

横
手
や
き
そ
ば



新年のご挨拶を申し上げます

助成金のセミナーを
　　　　　  開催しませんか

秋田県社会保険労務士会 TEL.018-863-1777

「中小企業緊急雇用安定助成金」などを中心に組合員の皆様が
最も関心が高いと思われる「雇用保険助成金・給付金」について説明
いたします。
会合・各種研修会にあわせ、活用してみませんか？

ホームページアドレス　http://www.akita-sr.or.jp

無料

申　込　先

14

頼れる街の法律家

会社・法人設立、会計記帳、建設業許可、経審、入札参加、産廃収集運搬
業許可等官公署許認可申請書類の作成及び代理申請、権利義務事実証
明関係書類作成、交通事故保険金請求、相続、遺言、任意後見人

秋 田 県 行 政 書 士 会 会 員

行政書士　小林 努事務所
中小企業組合士

〒010-0918 秋田市泉南二丁目3-17
TEL・FAX 018（823）1012

（株）サキガケ・アド・ブレーン
秋田魁新報社デザインルーム

〒010-0956 秋田市山王臨海町1-1（秋田魁新報社5F）
TEL 018-862-7923 FAX 018-862-9186
URL http://www.adnet-sakigake.com/

代表取締役社長　沓　澤　伸　義
SAKIGAKE AD BRAIN
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業 界 の 声

豆腐製造	 	消費の低迷によりスーパーの売上も伸びず、前年同期比はマイナスで推移している。原料大豆の相場
も強含みで、コストの吸収もできず厳しい経営が続いている。

清酒製造	 	10 月分の清酒出荷量は前年同月比91.8%で推移した。タイプ別では、吟醸酒が前年同月比で
98.4%、純米酒が101.0%、本醸造酒が92.0%、レギュラー酒が90.1%という状況となっている。

繊維製品	 ［能代市］気温低下により、コートの生産が増えたので、売上は前月より多少上昇した。
	 ［大仙市］ほとんどの企業は以前よりも仕事量が増えてきている。
	 �［由利本荘市］20〜 30代向けのコートが販売好調、同型で追加受注があった。中国生産の懸念から

国内に切り替えたメーカーが増加している。

一般製材	 �［仙北市］10月から11月にかけて原木が不足気味で、関東以北に資材不足を生じている。原材料も
値上がりしているため、取引先に製品価格アップのお願いをして徐々に承諾を得ている状況である。

プレカット	 	一般住宅の新築物件は幾分回復しているが、年間着工戸数は前年より減少し、厳しい状況にある。エ
コポイントの効果で増改築は増加しており、建材の断熱材は品薄状態になっている。

機械金属	 	［秋田市］10月の売上高は616,242千円と前年同月比102.3%で推移した。前年同月比でプラス
の企業が増えてきた。

自動車販売	 	11月の新車販売台数は、登録自動車が1,536台（前年同月比61.3%）､軽自動車が1,377台（同
78.4%）で、合計2,913台（同68.3%）であった。

石油販売	 	ガソリンは1ℓ当たり130円で前月比1円引き上げ、軽油は1ℓ当たり111円で変わらず、配達
灯油は18ℓで1,397円と前月比3円の引き上げとなった。

みやげ品販売	 	9月〜10月は残暑の影響もあり非常に悪かったが、紅葉が遅れた為、後半で前半の落ち込みをカバー
する事ができた。

商店街	 	［秋田市］業種によって多少の差はあるものの、総体的には前年実績を確保するのがやっとの状況が
続く。賞与を支給できる企業が年々減少している。

	 ［湯沢市］主街路の1階に空き店舗が4件あったが、12月に2店が開店予定である。

建築設計	 ［能代市］年の瀬ということもあり、住宅リフォームの仕事が増えて需要は上向き傾向である。

電気工事	 	［秋田市］今月前半は落ち着いた業況だったが、年末までの完成工事を控えて後半は徐々に忙しくなっ
た。

景況レポート
（11月分・情報連絡員80名）

全体の景況ＤＩ値は５ヵ月連続で上昇

【概況】11月分の県内景況は、前年同月と比較して、景況が「好転」
したとする向きが12.5%(前月調査12.5%)､「悪化」が36.3%（同
40.0%）で、業界全体のDI値は−23.8となり、前月調査と比較し3.7
ポイント上回った。	
　内訳として、製造業全体のDI値は−6.2で前月調査（−15.6）に
比べ9.4ポイント上回った。また、非製造業全体のDI値は−35.4で
前月調査（−35.4）と同じ結果であった。
　エコポイントの影響で住宅リフォーム工事が増加し、製材、建築
関係は繁忙感がある。繊維製品も、中国からの生産拠点のシフトに
より受注が増加している。反面、エコカー補助金の終了した自動車
販売は3ヵ月連続して新車販売台数が前年を下回る等、業界によっ
て業況に差はあるものの、多少景気の回復を感じるという声が聞か
れるようになってきた。	 （回答数:80名　回答率:100%）

※DI値とは、Diffusion	Index（ディフュージョン・インデックス）の略で、増加（好転）したとする企業割合から、減少（悪化）したとする企業割合を差し引いた値です。

快晴
30以上
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30未満

くもり
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雨
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［天気図の見方］
  前年同月比のDI値を
  もとに作成しています。

［凡例］
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　11月25日㈭、秋田市のホテルメトロポリタン秋
田において、秋田県商店街振興組合連合会（平澤孝
夫理事長、13会員）が主催する「商店街サミット」が
開催されました。
　基調講演では、株式会社全国商店街支援センター
総合支援グループマネージャー春名芳郎氏を講師に
迎え「商店街として地域へ貢献できること〜安全・
安心･少子高齢化社会への対応〜」と題した講演が行
われました。春名氏からは「地域住民からのアン
ケート調査を基にして、利用者の意見を取り込んだ
事業計画を策定し、事業展開を通じて商店街が行っ
ている地域貢献をアピールすることも必要」等の提
言がありました。
　講演の後は、「安心・安全な魅力ある商店街活性
化に向けての役割」と題してパネルディスカッショ
ンが行われ、当連合会の平澤理事長のほか、県外の
商店街振興組合等から招かれたパネリストにより、
各商店街の先進的な活動事例の紹介や、地域・街と
一体となって活性化に取り組むために工夫している
点などについて活発な意見交換が行われました。

　能代市柳町商店街振興組合（北川統愼理事長、65
組合員）では、全国商店街振興組合連合会の平成22
年度商店街実践活動事業の採択を受け、「花と光のや
なぎまち」をコンセプトとした事業に取り組んでい
ます。
　春から秋にかけて、季節の花の植栽や鉢で街区内
を飾ったほか、12月6日㈪には、イルミネーション
点灯式が行われ、商店街アーケードが彩られました。
　北川理事長は、「柳町商店街は能代の顔であり、イ
ルミネーションできれいにお化粧をして、明るい街
にしたい。また、当商店街は物販と飲食の街である
ことから、イルミネーションを設置することで、夜
の飲食の際にも通りを明るくし、お客様に喜んでい
ただきたいと思っている。これからは、もっと付加
価値を付けたものに育て上げて、イルミネーション
を能代の名物にしたい。」と話しています。点灯は、
2月末まで行われます。

　秋田市駅前広小路商店街振興組合（平澤孝夫理事
長、21組合員）のイベント「秋田エキマエ光のテラ
ス」のイルミネーション点灯式が、11月26日㈮、秋
田市のJR秋田駅前で行われ、街区内がイルミネー
ションで彩られました。
　このイベントは、全国商店街振興組合連合会の平

「商店街サミット」を開催
� 〜秋田県商店街振興組合連合会〜

「秋田エキマエ光のテラス」を開催
� 〜秋田市駅前広小路商店街振興組合〜

安心安全賑やかな街「花と光のやなぎまち」
� 〜能代市柳町商店街振興組合〜

成22年度商店街実践活動事業の採択を受けて、1月
10日㈪まで開催されます。各店の入り口やガード
レール、街路樹等がイルミネーションで飾られてい
るほか、モニュメントも設置されています。
　平澤理事長は、「少しでも街が明るくなれば良い
という思いで実施している。歩道の整備状況など
で、イルミネーションを均一には飾れない箇所もあ
るが、工夫しながら設置した。明るく楽しい秋田駅
前を演出して、商店街の賑わいを創出したい。」と
話しています。
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創立35周年記念式典を開催
〜秋田県中小企業組合士会〜

　11月26日㈮、秋田市のホテルメトロポリタン秋
田において、秋田県中小企業組合士会（堀川深雪会
長、68会員）の創立35周年記念式典並びに記念講
演、祝賀会が開催されました。
　当日は、秋田県産業労働部産業政策課の鈴木和朗
政策監、全国中小企業組合士協会連合会の齊藤行
正会長を始めとした来賓のほか、多数の会員が出席
し、節目の年を盛大に祝いました。
　式典にあたり堀川会長は、「本会では、組合士と
して組合の振興発展に寄与することはもとより、今
後は、その組織を支える個別中小企業に対するコー
ディネートや支援といった新たな役割にも積極果敢
に取り組んでいきたい。」と挨拶しました。
　式典では表彰が行われ、組合士会会長表彰3名、
感謝状2名の方々が受賞されました。

　秋田県主食集荷商業協同組合（栁田聰理事長、
76組合員）の新事務所が竣工し、12月6日㈪、秋田
市御所野に新築された当事務所の見学並びに、ホテ
ルメトロポリタン秋田において披露パーティが開催
されました。
　当日は、栁田理事長の案内により、敷地(2,254坪)
に建てられた平屋建ての事務所と倉庫2棟の施設見
学が行われ、その後の披露パーティには、秋田県農
林水産部次長伊藤淳氏を始めとした来賓のほか、多
数の組合員等が出席し、新事務所の完成を盛大に祝
いました。

　倉庫内部 (右）

　事務所外観 (下）

組合新事務所を披露
� 〜秋田県主食集荷商業協同組合〜

　また、記念講演では、有限会社妙乃湯代表取締役
社長女将の佐藤京子氏が、「念ずれば花開く」をテー
マに講演を行い、佐藤氏は「素晴らしい観光地であ
りながら観光客が少なかった田沢湖をどうにかして
盛り上げたくて、韓流ドラマ『アイリス』のロケ隊を
無償で受け入れた。秋田が観光立県として成り立つ
よう、『アイリス』の恩恵を得られたことへの恩返し
としてこれからも努力していきたい。」と語りまし
た。
　講演終了後の祝賀会では、アトラクションとし
て、秋田市のサックス教室「GREEN　STUDIO」代
表の高橋なるみ氏によるサックス演奏が行われ、会
場は和やかな歓談の場となりました。

式辞を述べる堀川会長

組合女性職員セミナーを開催
〜秋田県中小企業団体事務局協議会〜

　12月3日㈮、秋田市のホテルメトロポリタン秋田
において、秋田県中小企業事務局協議会（鳥居史郎
会長、50会員）が主催する「平成22年度組合女性職
員セミナー」が開催されました。
　セミナーでは、株式会社エガミ代表取締役江上キ
ヌ子氏が、「私の…『一生青春・一生勉強』〜若さを保
ち続ける5つの秘訣」と題して講演を行いました。
　江上氏は、昭和40年代初めに創業し、東京の最先
端のファッションを地方にいち早く提供するため自
ら買い付けに行ったことや、その後の商店街の衰退
による影響を前向きな思考で乗り越えてきたことな
どを語り、「クヨクヨしないこと。チャレンジ精神
を忘れないこと。いつまでも仕事と人生の現役であ
り続けること。ONとOFFのスイッチを切り替える
こと。食べたいものを食べ、週5日エクササイズを
すること。これら5つを心掛けて実行している。」と
話し、受講者は熱心に聞き入りました。
　講演後の交流会では、江上氏への質疑応答や、各
テーブルごとに日頃の組合業務に関する近況報告や
情報交換が活発に行われ、有意義なセミナーとなり
ました。
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